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平成29年度 決算報告
平成29年度もいろいろなことがありました――。
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オリンピックメダリストオリンピックメダリストがが

生駒生駒にやってくるにやってくる

平成31年1月12日土 13：30～15：30
(受付は13：00から）

in H
ホ ス

OS生駒北スポーツセンター体育館
　　 （生駒市生駒北スポーツセンター体育館）

2020年東京オリンピック・パラリンピック開催記念

オリンピックメダリストによる

湯元進一さん
2012年に開催されたロンドンオリンピック
のレスリング男子フリースタイル55kg級で
銅メダルを獲得。小学3年生の時に、父親が
作った道場でレスリングを始める。高校時代
に全国高等学校総合体育大会で優勝。その
後、全日本レスリング選手権大会で2度の優
勝やレスリングアジア選手権優勝など数々の
大会で優秀な成績を収める。和歌山県和歌山
市出身。

私たちはスポーツ振興くじ助成を受けています。
この事業はスポーツ振興くじ助成金を受けて設置
したレスリングマットを活用し、開催します。

湯元進一さん▶

▶ 対象　市内に住むか、市内へ通勤・通園・通学している、年中児にあ
たる幼児～高校生・各障がい者手帳を持っている人や障害福祉サー
ビス受給者証などを持っている人と付添者や介助者など
▶ 内容　ロンドンオリンピック銅メダリストの湯元進一さんによるレス
リング教室。マット運動やバランス力・瞬発力を高めるトレーニング
も行います。教室終了後にレスリング選手が食べている特製の「減量
スープ」のふるまいもあります（当日先着200人。レスリング教室の参
加者を優先し、受付時にチケットを
配布）。
▶ 必要品　運動ができる服装、上履き
か体育館シューズ、タオル、飲み物
▶定員　200人（申込順）
▶費用　無料
▶ 申込み・問合せ　11月26日㈪から
はがきかファクス、メールに住所、氏
名・ふりがな、年齢、電話番号、学校名、学年を書いて、スポーツ振興
課（〒630-0288 東新町8-38、☎0743-74-1111、内線663、 74-
9100、 sports@city.ikoma.lg.jp）
　 ――5人以内であればグループでの申し込みもできます。詳しくは市
ホームページで確認してください。

2人1組になって、タックルなどの
レスリングの練習も行います
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男

女

平成30年11月1日現在、外国人登録を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

交通事故

◇�数字は平成30年1月からの累計（概数）で、
（　）内は前年同期の増減数です。

（平成30年10月末日現在）

発生数 物損事故
死者

人身事故

2,224
(＋141)

2,040
(＋159)

184
（－18）

1
（＋1）

火災・救急・救助

◇�数字は平成30年1月からの累計で、（　）内
は前年同期の増減数です。

（平成30年10月末日現在）

火災 救急

18
(＋1)

3,992
(＋216)

忘れてない？サイフにスマホに火の確認

お知らせ
生駒第九市民合唱団コンサート p.10
みんなでつくる おひさまエネルギー p.11
出演チーム募集 クリスマスダンスイベント p.12
第21回いこま寿大学大学祭 p.14
やまと西和ネットに登録しませんか p.16
65歳以上の皆さん もしものための2つの備え p.17
e
イー

-T
タックス

axを利用すると確定申告が便利に p.18
「奈良マラソン2018」開催による交通規制 p.19
ご寄附ありがとうございました p.20

P4P.10

PICK UP

平成30年度上半期 予算の執行状況をお知らせ
P.8

防災知恵ぶくろ、12月の3歳児歯科健診・子育て相談、
もったいない食器市P4P.23

いこまの教育、今月の美食P4P.22

まちのアルバムP4P.21

街人探訪P4P.24

生駒むかしばなし、消費生活 暮らしのＱ＆Ａ、編集後記P4P.25

表紙のことば

今月の特集は平成29
年度決算報告。昨年
度も広報紙を作るた
めに、多くの取材に行
きました。その中から
主要な出来事の写真
をピックアップ。皆さ
んの思い出に残った
写真はありますか。

市役所の開庁時間は8：30〜17：15
（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

ユニバーサルデザ
イン（UD）の考え
に基づいた見やす
いデザインの文字
を採用しています。

なくそう差別みんなの力で
明るい生駒市
毎月11日は「人権を確かめあう日」

11月15日号の印刷経費 
は1冊約21円です。環境 
に配慮し、古紙配合率7 
0％の再生紙と大豆油
インクを使っています。

点字と声による「いこまち」も発行しています。詳しくは障がい福祉課（内線794）へ

前月比

前月比

前月比

前月比

救助

47
(＋20)
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実
質
収
支
は
引
き
続
き
黒
字
に

　

歳
入
は
、私
立
た
か
や
ま
こ
ど
も
園
建 

設
へ
の
国・
県
か
ら
の
補
助
金
や
株
式
等 

譲
渡
所
得
割
交
付
金
な
ど
が
増
収
に
な 

り
ま
し
た
。一
方
、市
民
税
の
減
収
や
生 

駒
北
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
が
平
成
28 

年
度
に
完
了
し
、市
債
収
入
が
大
幅
に 

減
少
し
、全
体
で
は
前
年
度
に
比
べ
10
億 

２
９
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、繰
上
償
還
に
よ
る
公
債
費 

や
保
護
費
の
過
年
度
償
還
金
、病
院
事 

業
会
計
へ
の
負
担
金
な
ど
が
増
加
す
る
一 

方
で
、生
駒
北
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
の 

完
了
や
減
債
基
金
へ
の
積
立
額
の
減
少 

に
よ
り
、12
億
１
０
０
万
円
の
減
少
と
な 

り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、実
質
収
支
は
黒
字 

を
維
持
し
、黒
字
額
は
昨
年
度
か
ら
2
億 

工事が完了し今年4月に
開園した、たかやまこども園

■歳入
自主財源…市が自主的に収入するお金 依存財源…市が自主
的に確保できないお金 国・県支出金…特定事業のために国や
県から交付されるお金 地方交付税…全ての市町村で一定水
準の行政サービスが受けられるように国が交付するお金 地
方譲与税…国が税金として徴収し、市町村へ譲与されるお金

■歳出
民生費…子育て支援・高齢者福祉・生活保護など主に福祉の
ために使われるお金 公債費…市が借り入れた地方債の元利
償還などのお金 総務費…選挙や自治会の活動などさまざま
なことに使われるお金 衛生費…予防接種や健診、ごみ処理な
ど健康増進や環境保全などに使われるお金

＜用語の説明＞

２
３
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
会
保
障
関
係
費
は
毎
年
度
増
加
し

て
お
り
、社
会
保
障
関
係
費
の
う
ち
市
の

負
担
と
な
る
一
般
財
源
も
平
成
26
年
度

は
71
億
１
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、平

成
29
年
度
は
78
億
８
０
０
０
万
円
に
増

加
し
、毎
年
約
2
億
6
０
０
０
万
円
ず

つ
増
え
て
い
ま
す
。歳
入
に
大
き
な
増
加

が
見
込
め
な
い
な
か
、新
た
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
つ
つ
将
来
へ
負
担
を
残
さ
な
い
健

全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、既
存
の
経
費

や
事
業
の
厳
し
い
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

平
成
29
年
度

決
算
報
告

　
決
算
は
、市
が
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
、ど
の
よ
う
な
お
金
が
入
っ

て
き
た
か
な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。平
成
29
年
度
の
決
算
や

財
政
指
標
か
ら
、本
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問財政経営課（☎0743-74-1111、
内線275）、水道事業会計は水道事業
事務所（☎79-2800）、病院事業会計
は地域医療課（内線494）

特集

一
般
会
計
基
本
的
な
行
政
運

営
の
た
め
の
会
計

社会保障関係費の推移

160

140

120

（億円） （億円）

0

250
250.3

246.1
242.4 244.8

26年度

71.1

136.2

27年度

141.9

73.7

28年度

147.7

75.9

29年度

150.3

78.8

0

230

240

総事業費 一般財源 主要一般財源（総額）

社
会
保
障
関
係
費（
総
事
業
費・一
般
財
源
）

主
要
一
般
財
源（
総
額
）

歳出
358億
8,588万円

公債費
32億8,188万円
9.1％

教育費
47億6,658万円
13.3％

消防費
15億2,760万円
4.2％

土木費
31億4,689万円
8.8％

災害復旧費
1,298万円 0.0％

衛生費
38億822万円

10.6％

総務費
36億9,564万円

10.3％

議会費
3億4,310万円 1.0％

産業経済費
4億2,436万円 1.2％

民生費
148億7,863万円

41.5％

歳入
369億
3,920万円

その他
19億1,522万円 5.1％

繰入金
5億2,741万円 1.4％

負担金・使用料など
13億1,637万円

3.6％

国・県支出金
78億7,524万円
21.3％

地方交付税
34億7,789万円
9.4％

県税等交付金
22億6,283万円 6.2％

市債
23億7,570万円
6.4％

地方譲与税
2億4,933万円

0.7％

自
主

財
源（

56.0％

）　　　　　　　　依存
財

源（
44

.0
％

）

市税
169億3,921万円

45.9％

平成29年度
決算



　水道事業会計の収益的収支は、主に水道料金などの 
収益として28億1,072万円（前年比：4,275万円減）、支
出は主に水道水供給に要する費用として24億7,312万
円（前年比：2,397万円増）を計上。水道事業会計として
は3億3,760万円の当年度純利益となりました。
　資本的収支は、給水分担金や負担金などを1億300
万円収入として計上。また、老朽化した水道管布設替工
事など、水道施設の更新に要する費用として、4億431
万円を支出しています。

　生駒市病院事業会計の収益的収支は、救急医療など
の経費として繰り出される一般会計負担金などを収入
として2億6,846万円、病院用地の賃借料や建物の減
価償却費などを支出として4億9,300万円計上。その結
果、病院事業会計としては2億2,454万円の当年度純損
失になりました。
　資本的収支は、基金からの長期借入金などを収入に9
億2,779万円、病院建設工事に係る企業債償還金など
を支出に9億8,734万円を計上しました。

特別会計� （単位：万円）
区　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

公共施設整備
基金 1,001 1,001 0

介護保険 76億5,507 74億8,673 1億6,834

国民健康保険  124億
5,919

120億
6,361 3億9,558

後期高齢者
医療 17億1,918 17億1,408 510

下水道事業 28億   490 28億   462 28
自動車駐車場

事業 129 129 0

全
会
計
が
黒
字
か
収
支
均
衡
で
推
移

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、歳
出

で
保
険
給
付
費
が
減
少
し
た
こ
と
に
伴

い
歳
入
全
体
も
減
少
し
ま
し
た
が
、前
期

高
齢
者
交
付
金
が
増
収
し
た
た
め
、基
金

か
ら
の
繰
入
を
行
う
こ
と
な
く
実
質
収

支
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
医
療

費
の
適
正
化
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進
な
ど
、保
険
給
付
費
の
節

減
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
特
別
会
計
も
黒
字
か
収
支 

均
衡
で
、全
会
計
で
健
全
な
財
政
状
況
を 

維
持
で
き
ま
し
た
。

病院事業会計 水道事業会計

■収益的収支

1 2 3 4 （億円）

支出
4億
9,300万円

収入
2億
6,846万円

0

医業収益
6,471万円

医業外収益
2億375万円

医業外費用
2,194万円

医業費用
4億7,106万円

2 4 6 8 10

■資本的収支

（億円）

支出
9億
8,734万円

収入
9億
2,779万円

0

企業債
530万円

長期借入金
6億8,000万円

一般会計負担金
2億4,249万円

建設改良費
495万円

企業債償還金
9億8,239万円

企業会計

■収益的収支

50 10 15 20 25 30
（億円）

支出
24億
7,312万円

収入
28億
1,072万円

特別損失
148万円

営業外費用
677万円

営業費用
24億6,487万円

特別利益
12万円

営業外収益
4億7,303万円

営業収益
23億3,757万円

■資本的収支

0 1 2 3 4 5 （億円）

納付金
8,170万円

支出
4億

431万円

収入
1億

300万円

その他（分担金・負担金・寄附金）
2,130万円

建設改良費
3億8,983万円

企業債償還金
1,448万円

独立採算で事業を行う公営企業の会計

特
別
会
計
特
定
の
事
業
を

行
う
た
め
の
会
計
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主要施策
　昨年度に実施した、さまざまな事業の中から、新規施策をはじめ本市の
主要施策の一部を紹介します。

平成29年度

５
９
９
万
円

　不登校、ニート、ひきこもりなど、さま
ざまな課題を抱える子どもや若者を支
援するための総合相談窓口を開設。本人
や家族からの相談を受け付けています。

1
億
８
３
４
２
万
円

　入所希望者の増加を受けて、学童の施
設整備を行いました。これにより、学童
保育所の数が増え、より多くの皆さんの
希望に応えられるようになりました。

大
規
模
学
童
整
備
事
業

５
億
５
９
４
５
万
円

　老朽化し「くさい・きたない」イメージ
だった学校のトイレを改修。洋式に変更
し、床も乾式にすることでみんなが気持
ちよく使えるように生まれ変わりました。

小
学
校・幼
稚
園
の

ト
イ
レ
洋
式
化
改
修

７
６
５
万
円

　市や商工会議所、市民団体などが出資 
し、地域新電力会社「いこま市民パワー
㈱」を設立。電力の地産地消や収益を活
用した地域活性化を目指します。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
設
立

子
ど
も・若
者
総
合
相
談
窓
口

（
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
い
こ
ま
）の
設
置

２
億
６
万
円

　皆さんの安全を守る消防緊急車両2台 
の更新を行いました。老朽化し、更新時
期を迎えた車両が新しくなり、市内での
消防・救急活動をより強化します。

消
防
緊
急
車
両
の
更
新

安全

環境

支援

教育

教育

その他に実施した事業

■高齢者福祉の充実
◇�在宅医療・介護連携拠点整備事業…882万円
◇認知症簡易判定スクリーニング機器の導入
　…468万円
■商業・工業の振興
◇�チャレンジ商品販売支援…335万円
■生活環境の整備
◇歩きたばこ・路上喫煙防止啓発活動…145万円
■生涯学習の推進
◇�IKOMAサマーセミナーの開催…26万円
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平成29年度

決算報告特集

◇市債（市の借金）
　道路や公園などを作るための費用や本来、国から交付
される地方交付税の一部を市が肩代わりしている借金
です。繰上償還を行ったことなどにより、市債残高は平
成28年度に比べて8億2,200万円減少しました。

◇積立基金（市の貯金）
　市債の償還に備える減債基金などへの積立額が前年
度より大きく減少し、取り崩し額を下回ったため、基金
残高は前年度と比べ、1億4,100万円減少しました。

市債と積立基金（本市の推移）

400

300

200

100
109

299

26年度

294

120

27年度

122

28年度

304

29年度

120

295

市債額は微減
（億円） 積立基金残高 市債残高

まずはここからチェック

重要な指標をチェック（※は、平成28年度の類似団体の平均値です）

　平成28年度から黒字の比率が2.7ポイント減少しま
したが、実質的な将来負担額がないことは、10年前か
ら変わりません。他自治体と比べると、本市は非常に良
好といえます。

①将来負担比率（ツケを先延ばししていないか）

財政規模に対して、一
般会計などの地方債現
在高など、将来に負担
すべき実質的な負債の
比率

－50

50
（％）

－77.6

27年度

－83.8

28年度
0

29年度

－81.1

15.0
※

秀

　類似団体平均と比較して、本市は標準的な状態で見
込まれる税収で行政サービスを賄える割合が高いこと
が分かります。平成29年度は前年度と同じ数値に。3
年間の推移でも財政力は変わらず維持できています。

②財政力指数（標準的に収入するお金で賄えるか）

その年、見込まれる収
入で行政サービスをど
の程度賄えるかを示す

（3年の平均）。大きいと
財政力の余裕がある

0.2
0.4
0.6
0.8

28年度

0.82

27年度

0.80

29年度

0.82

0

0.78

※

良

　経常的な経費に充てる歳入は増えましたが、社会保
障関係費などが増え歳出も増加。平成28年度と比べ
0.6ポイント悪化しました。3年連続で上昇している
ため、事業の取捨選択が必要です。

④経常収支比率（自由に使えるお金の比率）

毎年度ある収入に対し
て、必ず行う支出の割
合を示したもの。数値
が低いほど柔軟に事業
に対応できる

93.6

※

80

40

（％）

0

88.1

27年度

91.1

28年度

91.7

29年度

良

　類似団体平均と比較して本市の公債費の比率は小さ
いですが、平成28年度と比べると1.1ポイント上昇し
ました。その原因は一般会計などの元利償還金の増加
などによるものです。

③実質公債費比率（借金返済に窮してないか）

優
毎年の公債費（借金の
返済金）が重すぎない
かを財政規模に占める
元金利子返済額の３か
年平均で算出

（％）

0

4

2

27年度

0.7

28年度

0.2

29年度

1.3

5.0

※

市の財政状況はさまざまな指標を使うことで、客
観的に見ることができます。こうした指標の過去
からの推移や類似団体（人口規模や産業構造が
同じような自治体）などの平均値と比較します。

本市の財政状況
データで見る

さまざまな指標の3年間の推移では、 
本市の財政状況に急激な変化はあり 
ません。しかし、経常収支比率（④）では 
緩やかな悪化傾向が続いており、財 
政状況を維持するため、事業の見直し 
やコスト削減などを推進していきます。

総評
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一
般
会
計

　

福
祉
や
教
育
、公
共
工
事
な
ど

市
の
事
業
の
大
部
分
を
ま
か
な
っ

て
い
る
会
計
で
す
。

　

９
月
末
現
在
に
お
け
る
一
般
会 

計
現
計
予
算
は
３
６
４
億
９
８
７ 

７
万
円
。当
初
予
算
額
３
５
７
億 

８
３
０
０
万
円
に
６
９
９
万
円
の

補
正
予
算
と
、平
成
29
年
度
か
ら

の
繰
越
金
７
億
８
７
８
万
円
を
加

え
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、生
駒
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
撤
去
と
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
や
小

中
学
校
な
ど
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費

用
を
補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

予算の執行状況をお知らせ
　本市の財政がどのように運営されているかを知ってもらうため、毎年2回、予算の執行状況や
市有財産などの概要を公表しています（金額の記載は、表示単位未満で端数処理しています）。
問�財政経営課（☎0743-74-1111、内線275）、土地と建物は総務課（内線254）、水道事業会

計は水道事業事務所（☎79-2800）、病院事業会計は地域医療課（内線494）

平成30年度上半期（4月1日～9月30日）

一般会計・特別会計・企業会計
それぞれの平成30年度上半期
時点の執行状況や基金の残高な
どをお知らせします。

安全性を確保するためにフェ
ンスを設置した生駒小学校

一般会計 （繰越・補正額を含む）
予算現額　364億9,877万円
支出済額　125億2,506万円

予算現額　364億9,877万円
収入済額　166億5,657万円

歳出
執行率34.3％

歳入
収入率45.6％

140（億円）

民生費
（34.5％）

148億
51億

3,666万円
1,177万円

教育費
（38.4％）

45億
17億

542万円
2,805万円

衛生費
（37.1％）

39億
14億

9,455万円
8,023万円

総務費
（29.8％）

39億
11億

5,835万円
8,140万円

土木費
（16.4％）

37億
6億

9,863万円
2,321万円

公債費
（46.6％）

30億
14億

7,755万円
3,428万円

消防費
（42.7％）

14億
6億

6,776万円
2,692万円

産業経済費
（32.8％）

4億
1億

4,280万円
4,515万円

議会費
（54.4％）

3億
1億

5,190万円
9,134万円

その他
（4.2％）

6,515万円
271万円

市税
（53.8％）

167億
90億

5,789万円
1,083万円

国庫支出金
（42.6％）

50億
21億

9,696万円
7,266万円

地方交付税
（62.7％）

33億
20億

4,600万円
9,699万円

市債
（0％）

22億 530万円
0円

県支出金
（9.5％）

23億
2億

6,740万円
2,476万円

交付金など
（43.3％）

29億
12億

2,209万円
6,590万円

使用料
手数料など

（42.3％）

12億
5億

2,494万円
1,802万円

繰入金
（0％）

9億7,459万円
0円

寄附金
（36.7％）

1億3,148万円
4,826万円

その他
（89.6％）

14億
13億

7,212万円
1,915万円

0 20 40 60 80 100 120（　）内は収入率 （　）内は執行率0 20 40 60 80 100 120 140 160（億円）

￥

本市の
会計は3種類
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PICK

UP 皆さんの生活に直結するニュースや情報を紹介します

01

市有財産・市債・基金
市債（特定の事業を行うときの財源不足や、普通
交付税の不足額を補うため市が借り入れるお金）

会計名 9月末残高

会
計
別

一般会計 178億3,362万円

特別会計の合計 98億2,101万円

企業会計の合計 60億5,549万円

計 337億1,012万円

借入先 9月末残高

借
入
先
別

財務省 64億584万円

地方公共団体
金融機構 81億2,280万円

金融機関など 191億8,148万円

計 337億1,012万円

基金（特定の事業を実施するために積み
立てる市の貯金）

基金名 9月末残高

財政調整基金 24億582万円

減債基金 41億503万円
（貸付金含む）

北部地域整備
促進基金

23億1,493万円
（貸付金含む）

職員退職
給与基金 15億8,452万円

公共施設
整備基金 11億3,891万円

国民健康保険
財政調整基金 21億7,037万円

介護給付費
準備基金 9億5,384万円

市営住宅
整備基金 1億5,177万円

その他基金 3億5,728万円

計 151億8,247万円

土地と建物
（平成30年9月末現在、単位：㎡）

種類 土地（面積） 建物
（延べ面積）

行
政
財
産

本庁舎 14,184.24 15,949.73

消防
施設 13,091.89 6,388.33

学校 501,817.64 148,956.05

公営
住宅 18,596.74 6,526.04

公園 1,491,726.14 13,452.21

その他 430,522.42 125,135.63

普
通
財
産

建物 - 9,874.75

宅地 69,601.16 -

雑種地 12,858.97 -

山林 62,984.86 -

計 2,615,384.06 326,282.74

企業会計
企業会計名 予算額 執行済額

水道事業
収益的

収入 31億3,180万円 16億9,541万円
支出 28億6,865万円 12億4,342万円

資本的
収入 3億5,600万円 1億630万円
支出 14億9,631万円 2億4,079万円

病院事業
収益的

収入 2億9,382万円 457万円
支出 5億1,208万円 4,843万円

資本的
収入 8億9,249万円 4億4,249万円
支出 9億8,739万円 4億9,119万円

特別会計�
特別会計名 現計予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 112億8,428万円 44億6,815万円 43億1,145万円
介護保険 81億1,774万円 29億9,639万円 32億5,334万円
下水道事業 34億5,560万円 3億4,371万円 11億6,325万円
後期高齢者
医療 18億7,980万円 6億951万円 3億6,091万円

公共施設
整備基金 1,481万円 28万円 0万円

特
別
会
計

　

特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を

行
う
と
き
に
、収
支
を
明
確
に
す
る

た
め
定
め
る
会
計
で
す
。本
市
は
５

つ
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　

企
業
会
計
は
、民
間
企
業
の
よ

う
に
利
用
料
金
な
ど
の
収
益
で
運

営
し
て
い
る
会
計
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計

　

大
規
模
工
事
で
あ
る
新
小
瀬
中

継
所
建
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、水
道
水
を
よ
り
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
、老
朽
水
道
管
の
更
新

な
ど
水
道
施
設
も
整
備
。今
後
も
、

安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
安

全
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

■
病
院
事
業
会
計

　

半
期
分
の
病
院
用
地
の
借
地
料

な
ど
を
支
出
し
、長
期
借
入
金
、一

般
会
計
負
担
金
を
財
源
と
し
て
企

業
債
償
還
金
な
ど
を
支
出
し
ま
し

た
。
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さ
く
ら
ん
ぼ
市

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
8
日
㈯

12
時
20
分
～
16
時
30
分
、南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
個
性
豊
か
で
魅
力
い
っ

ぱ
い
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
お
店
や

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、癒
し
の

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。リ
ト
ミ
ッ
ク
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
時
間
も
あ
り
、親
子
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。子
ど

も
が
自
由
に
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス

や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
小
倉
圭
子
さ
ん（
☎
０�

９
０・５
２
４
１・６
１
4
８
）

 
イ
コ
マ
ニ
ア

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
働
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
を

「
イ
コ
マ
ニ
ア
」に
認
定
。地
元「
い
こ
ま
」を
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
楽
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
際
交
流
ひ
ろ
ば「
デ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
」参
加
者
を
募
集

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
8
日
㈯
、

平
成
31
年
1
月
12
日
㈯
、俵
口

町
自
治
会
館

▼
申
込
み・
問
合
せ　

12
月
3
日

㈪
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名・
ふ
り
が
な
、年

齢
、電
話
番
号
、参
加
日
を
書
い

て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
こ
ま
国
際

交
流
協
会
デ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
係（
☎

０
９
０・８
２
３
７・２
４
６
３�

（
夜
間
だ
け
）、
74・３
１
９
０
、�

entry@
ikoryu.net

）

■
幼
児・小
学
生
向
け

▼
対
象　
市
内
に
住
む
幼
児
と
小

学
生（
幼
児
は
要
保
護
者
同
伴
）

▼
時
間　
13
時
～
14
時
30
分（
1

日
だ
け
の
参
加
も
可
）

▼
内
容　
外
国
人
市
民
ス
タ
ッ
フ

と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
世
界
の

こ
と
ば
や
遊
び
、ダ
ン
ス
な
ど
の�

体
験
学
習
。通
訳
が
必
要
な
人
は�

自
言
語
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▼
定
員　
20
人
程
度

▼
費
用　
２
０
０
円

■
中
学
生・高
校
生
向
け

▼
対
象　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

中
学
生・高
校
生

▼
時
間　
15
時
～
16
時

▼
内
容　
学
校
の
勉
強
や
日
本
語

の
学
習

▼
費
用　
無
料

生
駒
第
九
市
民
合
唱
団

コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
22
日
㈯�

14
時
開
演（
開
場
は
13
時
30
分
）、�

た
け
ま
る
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

　
―
―
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や

「
歓
喜
の
歌
」を
会
場
の
皆
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
元
気
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。奈
良
北
高
等

学
校
と
生
駒
高
等
学
校
の
各
コ�

ー
ラ
ス
部
に
よ
る
演
奏
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
９
２
８
人

　

―
―
定
員
に
な
り
次
第
入
場
を

断
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
生
駒
第
九
市
民
合
唱

団
の
山
本
香か

津つ

子こ

さ
ん（
☎
78・

６
１
４
５
）

―
―
「
市
民
み
ん
な
で
創
る
音
楽

祭
」事
業
の
一
環
で
開
催
し
ま
す
。

みんなで歌を響かせましょう

小・中
学
生
～
や
ろ
う
よ
！

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
～

▼
対
象　
小・中
学
生

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
15
日
㈯
、

生
駒
市
体
育
協
会
滝
寺
S
．C
．

体
育
館

①
小・
中
学
生
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス�

体
験
会
…
９
時
30
分
～
12
時（
受�

付
は
９
時
か
ら
）

②
小・
中
学
生
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

講
習
会
…
13
時
～
18
時（
受
付

は
12
時
30
分
か
ら
）

③
中
学
生
向
け
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講

習
会
…
18
時
～
20
時
30
分（
受

付
は
17
時
30
分
か
ら
）

▼
内
容　

①
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
通

じ
て
運
動
の
楽
し
さ
知
る
体
験

会
②
③
実
業
団
選
手
に
よ
る
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
の
体
験
と
講
習
会

▼
必
要
品　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、飲�

み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル

　

―
―
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま

す
。

▼
定
員　
各
60
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
５
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日�

㈰
か
ら
電
話
か
メ
ー
ル
で
氏
名
、�

学
年
、連
絡
先
を
明
ら
か
に
し

て
、生
駒
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ�

ス
ク
ラ
ブ
の
石い

し

上が
み
さ
ん（
☎
０
９�

０・４
７
６
２・６
７
０
５
、m

i�
nokichi1961_01_10@

ya�
hoo.co.jp

）

赤木りえさん

体
が
動
き
出
す
！

ラ
テ
ン
音
楽
の
祭
典

▼
と
き・
と
こ
ろ　

平
成
31
年
1

月
26
日
㈯
13
時
30
分
開
演（
開

場
は
13
時
）、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

　
―
―
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
世
界
的
フ
ル
ー
ト
奏
者

の
赤
木
り
え
さ
ん
に
よ
る
ラ
テ
ン

音
楽
の
演
奏
。ダ
ン
サ
ー
に
よ
る

ス
テ
ッ
プ
指
導
や
桜
ケ
丘
小
学

校
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
と
の
共

演
も
あ
り
ま
す
。

▼
定
員　
9
２
８
人

▼
費
用　
無
料（
全
席
自
由
席
）

　
︱︱

入
場
券
は
11
月
28
日
㈬
9

時
30
分
か
ら
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

タ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、

た
け
ま
る
ホ
ー
ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
、鹿
ノ

台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、図
書
会

館
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
ま
す（
１
人
３
枚
ま
で
）。

▼
問
合
せ　

T

ト
イ
ロ

oiro

の
桜
井
俊と

し
ゆ
き行�

さ
ん（
☎
０
9
０・2
５
４
０・２�

７
０
５
）

―
―
「
市
民
み
ん
な
で
創
る
音
楽

祭
」事
業
の
一
環
で
開
催
し
ま
す
。
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・
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お
知
ら
せ

再生可能エネルギー普及啓発イベント

みんなでつくる
おひさまエネルギー
再生可能エネルギーを身近に感じる、エコなイベントを
開催します。
◇�有料ブース…ソーラーカー工作教室（要申込）、屋台
コーナー
◇�無料ブース…かえっこバザール、プラレールひろば、お
もちゃ病院、エコゲーム、エネルギー相談室、エコキャ
ンドル・エコティッシュカバー製作体験、各種展示
　�――市内の幼稚園の子どもたちが作ったペットボト
ルツリーとエコキャンドルを展示します（17：00頃点
灯予定）。
■ソーラーカー工作教室
▶�対象　市内に住む小学4～６年生の児童（要保護者
同伴）
▶�時間　14：30～16：00
▶�内容　太陽光で走るソーラーカーの製作
▶�必要品　ニッパー、爪切りかカッターナイフ
▶定員　30人（抽選制）
▶費用　500円
▶�申込み・問合せ　11月28日㈬（必着）までにはがき
かファクス、メールに住所、参加する児童の氏名･ふ
りがな・学年、保護者の氏名、電話番号を書いて、
E
エ コ
CO-n

ネット
et生駒事務局「ソーラーカー工作教室」係（環

境モデル都市推進課内、〒630-0288　東新町8-38、
☎25-1135、 25-4663、 econet@kcn.jp）

▶�対象　市内に住むか通勤・通学している人（小
学2年生以下は要保護者同伴）
▶�時間　15：00～16：30（受付は14：00から）
▶�内容　地球温暖化や環境などの謎解きクイズ
を解いてスタンプを集めよう。景品もあります。
▶定員　50人（当日先着順）
▶費用　無料
▶�問合せ　環境モデル都市推進課（内線376）

近畿大学E
エ コ

co C
ク ル ー

rew企画
謎解きゲーム
「消えた灯りを取り戻せ！！」

　南コミュニティセンターせせら

ぎにある大きなイルミネーション

ツリーの灯りが悪者に盗まれた。悪

者を倒し、灯りを取り戻すためには

「おひさまスタンプ」が必要だ！館

内で出題される謎を解いてスタン

プを集め、いっしょにツリーの灯り

を取り戻そう！　　たけまるより

12月9日㈰13：30～17：00

南コミュニティセンターせせらぎ

「
音
楽
の
贈
り
物
」生
駒
カ
ル

テ
ッ
ト
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏

▼
と
き・と
こ
ろ　
平
成
31
年
１
月�

27
日
㈰
①
13
時
開
演（
開
場
は

12
時
30
分
）②
15
時
30
分
開
演�

（
開
場
は
15
時
）、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ�

ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た

き
小
ホ
ー
ル

　
―
―
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
本
市
在
住
の
弦
楽
器
奏

者
、武
原
直
子
さ
ん・
齊さ

い
と
う藤
清き

よ
し

さ�

ん（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、伊
東
暁あ

け

美み�

さ
ん（
ヴ
ィ
オ
ラ
）、北
川
し
の
ぶ

さ
ん（
チ
ェ
ロ
）で
結
成
さ
れ
た�

「
生
駒
カ
ル
テ
ッ
ト
」。①
は
子
ど

も
も
い
っ
し
ょ
に
②
は
ゆ
っ
く
り

と
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
定
員　
１
６
０
人

▼
費
用　
①
高
校
生
以
上
５
０
０�

円
、中
学
生
以
下
無
料
②
５
０�

０
円（
未
就
学
児
は
入
場
不
可
）

　
―
―
入
場
券
は
12
月
１
日
㈯
９

時
30
分
か
ら
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、

た
け
ま
る
ホ
ー
ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
、鹿
ノ

台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、図
書
会

館
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

販
売
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
次
世
代
へ
の
ギ
フ
ト�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
沼ぬ

ま間
さ
ん（
☎�

０
９
０・１
８
４
７・３
７
３
５
）

―
―
「
市
民
み
ん
な
で
創
る
音
楽

祭
」事
業
の
一
環
で
開
催
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朗
読

耳
で
楽
し
む
本
の
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
8
日
㈯

14
時
～
15
時
30
分
、図
書
会
館

▼
内
容　
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

「
あ
り
え
な
い
ほ
ど
う
る
さ
い
オ�

ル
ゴ
ー
ル
店
」（
瀧た

き

羽わ

麻
子
／
著
）�

「
サ
ン
タ
の
お
ば
さ
ん
」（
東
野
圭

吾
／
著
）を
朗
読
し
ま
す
。目
の

不
自
由
な
人
や
、加
齢
で
読
み
に

く
い
人
だ
け
で
な
く
、自
分
で
本

が
読
め
る
人
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

▼
定
員　
40
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
図
書
館（
☎
75・５
０�

０
０
）

生駒カルテットの皆さん
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▶�対象　おおむね小学生から青年層
で構成する団体
▶�とき・ところ　12月23日㈷13：00
～16：00（出演団体数に応じて時間
は前後します）、ベルテラスいこまベ
ルステージ（予定）
　�――雨天時は場所を変更します。
▶�内容　クリスマスらしい楽曲・衣装
でのダンスパフォーマンス
▶定員　約15団体（抽選制）
　�――1団体2～50人です。事前説明
会を行うので参加してください。
▶�費用　一人200円（衣装に係る経費
などは自己負担）
▶主催　IKD実行委員会
▶�申込み・問合せ　11月28日㈬（必
着）までにファクスかメールで団体
名、人数、代表者の住所・氏名・電話
番号・メールアドレス、ダンスのジャ
ンル・曲名・所要時間（10分以内）を
書いて、生涯学習課「クリスマスイ
ベント係」（内線647、 74-9100、
l-learning@city.ikoma.lg.jp)

出演チーム募集

クリスマス
ダンスイベント

み
ん
な
で
作
ろ
う

ま
つ
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
9
日
㈰

①
10
時
～
12
時
②
13
時
～
15
時

（
随
時
受
付
、最
終
受
付
は
14
時

30
分
）、生
駒
駅
前
図
書
室

▼
内
容　

松
ぼ
っ
く
り
を
ビ
ー
ズ

飾りつけて自分だけ
のツリー作り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
編

▼
対
象　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
15
日
㈯

10
時
30
分
～
15
時
30
分
、生
駒

山
麓
公
園
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
の
定
番「
丸

ご
と
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
」を
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
で
調
理
し
ま
す
。他�

に
も
石
窯
で
ケ
ー
キ
作
り
や
リ�

ー
ス
作
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
定
員　
50
人（
申
込
順
）

▼
費
用　

大
人
３
０
０
０
円
、中

学
生
以
下
２
2
０
０
円
、３
歳

未
満
５
０
０
円
、市
外
の
人
は�

そ
れ
ぞ
れ
大
人
３
０
０
円・中
学�

生
以
下
２
０
０
円・
３
歳
未
満

1
０
０
円
増
し（
食
費
な
ど
全
て�

含
む
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
26
日

㈪
９
時
か
ら
電
話
で
生
駒
山
麓

公
園（
☎
73・８
８
８
０
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

奈
良
県
第
22
団「
体
験
会
」

▼
と
こ
ろ　
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
定
員　
各
20
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　

12
月
2
日

㈰
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同

団
廣ひ

ろ

本も
と

智
子
さ
ん（
☎
兼

75・

８
５
２
２
）

■
あ
つ
ま
れ
、女
の
子
！

　
素
敵
な
レ
デ
ィ
に
な
る
た
め
に
♡

▼
対
象　
小
学
4
～
6
年
生
の
女

児
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　
12
月
16
日
㈰
9
時
～
12

時
▼
内
容　
成
長
期
に
お
け
る
女
の

子
の
体
型
変
化
や
、下
着
の
選

び
方
を
学
び
ま
す
。

▼
必
要
品　
筆
記
用
具
、水
筒

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

　
ク
リ
ス
マ
ス
会

▼
対
象　
年
中
児
に
あ
た
る
女
児

～
小
学
6
年
生
の
女
児
と
そ
の

保
護
者

▼
と
き　
12
月
16
日
㈰
13
時
30
分

～
16
時
30
分

▼
内
容　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
い�

っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、歌�

っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
し
ま
す
。

▼
必
要
品　

エ
プ
ロ
ン
、手
拭
き

タ
オ
ル

か
ん
た
ん
！
か
わ
い
い
!!

ク
リ
ス
マ
ス
工
作

▼
対
象　

市
内
に
住
む
人（
未
就

学
児
は
要
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
15
日
㈯

13
時
～
16
時
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ

かわいいクリスマス
オーナメントを作ろう

や
モ
ー
ル
な
ど
で
飾
り
つ
け
、ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
費
用　
１
０
０
円（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
生
駒
駅
前
図
書
室（
☎�

73・７
６
１
１
）

初
め
て
の「
キ
ム
ジ
ャ
ン
」

～
手
作
り
キ
ム
チ
講
座
～

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
9
日
㈰

14
時
～
16
時
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き

▼
内
容　
手
作
り
キ
ム
チ
の
体
験�

講
座
。講
師
に
韓
国
料
理
専
門

家
を
招
き
、本
格
的
な
白
菜
キ
ム

チ
を
作
り
ま
し
ょ
う（
キ
ム
チ
は

持
ち
帰
れ
ま
す
）。

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、マ
ス
ク
、

三
角
巾

▼
定
員　
36
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
８
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日�

ン
ト
を
身
近
な
材
料
で
作
り
ま

し
ょ
う
。①
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン

の
サ
ン
タ
人
形
②
松
ぼ
っ
く
り

の
リ
ー
ス

▼
費
用　
各
１
０
０
円（
申
込
不

要
）

▼
問
合
せ　
い
こ
ま
自
然
塾
の
川
崎�

肇は
じ
め

さ
ん（
☎
０
９
０・３
９
９
５・�

６
２
４
６
）

―
―
い
こ
ま
自
然
塾
と
図
書
館
南

分
館
と
の
共
催
で
行
い
ま
す
。

㈰
～
12
月
3
日
㈪
に
フ
ァ
ク
ス�

か
メ
ー
ル
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、�

電
話
番
号
を
書
い
て
、奈
良
在
日�

外
国
人
保
護
者
の
会
生
駒
の
李イ

和フ
ァ
ジ
ャ子
さ
ん（
☎
兼

78・
６
４
９�

1
、nakoreho@

kcn.ne.jp

、

電
話
は
10
時
～
17
時
）
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親
子
de
ク
ッ
キ
ン
グ

～
ク
リ
ス
マ
ス
編
～

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤
し
て
い
る
父
親
と
小
学
生

の
子
ど
も

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
22
日
㈯

10
時
30
分
～
13
時
30
分
、大
阪

ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル（
奈

良
市
学
園
北
）

　
―
―
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

き
ら
き
ら
星
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ケ
ー
キ
、簡
単
手
作
り
ピ

ザ
な
ど
4
品
を
作
り
ま
す
。お
父

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
本
格
的
な

ケ
ー
キ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

せ
ん
か（
作
っ
た
ケ
ー
キ
は
持
ち

帰
れ
ま
す
）。

▼
定
員　
12
組
24
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
一
組
２
０
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
6
日

㈭（
必
着
）ま
で
に
往
復
は
が
き

か
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
に
住
所
、

氏
名・
ふ
り
が
な
、年
齢
、電
話・

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
書
い
て
、男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ「
親
子
de�

ク
ッ
キ
ン
グ
」係（
〒
６
３
０
―０�

２
５
７
、元
町
１
丁
目
６
―12
、生�

駒
セ
イ
セ
イ
ビ
ル
１
階
、☎
75・�

０
２
３
７
、
73・０
５
５
５
、�

gender@
city.ikom

a.lg.jp

）

クリスマスにぴったりな
ケーキを作ってみませんか

小
学
生・中
学
生
の

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー・標
語
展

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
11
日
㈫

13
時
～
25
日
㈫
17
時
、た
け
ま
る

ホ
ー
ル（
休
館
日
を
除
く
）

▼
内
容　
市
内
の
小・中
学
生
に
よ

る
人
権
啓
発
を
テ
ー
マ
に
し
た

ポ
ス
タ
ー・標
語
の
展
示

▼
問
合
せ　
人
権
施
策
課（
内
線

６
５
６
）

大
人
も
い
っ
し
ょ
♪
ク
リ
ス
マ

ス
の
お
は
な
し
会
＆
小
物
工
作

▼
対
象　

市
内
に
住
む
人（
未
就

学
児
は
要
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
２
日
㈰

15
時
～
16
時
、図
書
会
館

▼
内
容　

お
は
な
し
会
と
ク
リ
ス

マ
ス
の
小
物
作
り

▼
定
員　
30
人（
当
日
先
着
順
、子

ど
も
優
先
）

▼
費
用　
無
料

ふ
ろ
ー
ら
む
12
月
の
教
室

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▼
と
こ
ろ　
花
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
５
日

㈬（
必
着
）ま
で
に
は
が
き
か
電

話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名・
ふ
り
が
な
、日
中
連
絡
の�

つ
く
電
話
番
号
、受
講
し
た
い

教
室
名
を
明
ら
か
に
し
て
、花
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら�

む「
12
月
の
教
室
」係（
〒
６
３�

０
―０
１
２
２
、真
弓
１
丁
目
11
―�

16
、☎
70・０
１
８
７
、
70・０�

２
８
７
、hanam

achi@
city.�

ikom
a.lg.jp

）

　

�

―
―
結
果
は
は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。キ
ャ
ン
セ
ル
不
可

■
ク
リ
ス
マ
ス
の

　
テ
ー
ブ
ル
ア
レ
ン
ジ
♪

▼
と
き　
12
月
18
日
㈫
10
時
～
12

時
▼
内
容　

F

フ
ラ
ワ
ー

low
er

＊B

バ

ン

ブ

ー

am
boo

の�

三
好
美
香
さ
ん
に
よ
る
生
花
や

緑
色
の
植
物
、さ
ま
ざ
ま
な
実
な

ど
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
ご
ち

そ
う
プ
レ
ー
ト
を
作
る
教
室

▼
必
要
品　
花
切
り
用
の
は
さ
み

（
持
っ
て
い
る
人
だ
け
）

▼
定
員　
10
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
３
０
０
０
円

■
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

で
作
る
し
め
縄
♪

▼
と
き　
12
月
20
日
㈭
10
時
～
12

時
▼
内
容　
一
級
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技

能
士
の
河
西
靖
子
さ
ん
に
よ
る

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ�

ー（
ダ
リ
ア
や
胡こ

蝶ち
ょ
う

蘭ら
ん
な
ど
の
造

花
）を
使
い
、お
正
月
用
の
し
め

縄
を
作
る
教
室

▼
必
要
品　
ワ
イ
ヤ
ー
の
切
れ
る

は
さ
み
か
ペ
ン
チ（
持
っ
て
い
る

人
だ
け
）、持
ち
帰
り
用
の
袋

▼
定
員　
10
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
１
８
０
０
円

■
お
正
月
に

　
門
松
を
飾
り
ま
せ
ん
か
♪

▼
と
き　
12
月
21
日
㈮
10
時
～
12

時
▼
内
容　

い
こ
ま
宝
の
里
の
皆
さ

ん
に
よ
る
高
さ
60
㎝
ほ
ど
の
ミ

ニ
門
松
を
組
み
立
て
る
教
室

▼
必
要
品　
手
袋（
軍
手
）

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
０
０
０
円

■
お
正
月
に
華
や
ぎ
を
添
え
る

　
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
♪

▼
と
き　
12
月
26
日
㈬
10
時
～
12

時
▼
内
容　
瀬
川
美み

ど

り
登
里
さ
ん
に
よ

る
、お
正
月
用
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト（
生
花
）を
作
る
教

室
▼
必
要
品　
花
切
り
用
の
は
さ
み

（
持
っ
て
い
る
人
だ
け
）、持
ち
帰

り
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
か
袋

▼
定
員　
10
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
３
５
０
０
円

門松を一基作ります

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
バ
ザ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
1
日
㈯

12
時
～
13
時
30
分（
売
り
切
れ

次
第
終
了
）、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
手
作
り
品
、ケ
ー
キ
、日

用
品
、衣
類
、食
品
な
ど
の
販
売

を
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈�

良
県
連
盟
の
長
井
恵
子
さ
ん（
☎�

79・１
１
４
７
）

▼
問
合
せ　
図
書
館（
☎
75・５
０�

０
０
）

かわいいサンタとトナカイを
作ろう
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問いこま寿大学事務局�
（生涯学習課内、内線645）

　いこま寿大学大学祭は、日頃の学習成
果を舞台での実演や作品・活動記録の展
示で発表する、年に一度の祭典です。
▶ところ　たけまるホール
　――公共交通機関を利用してください。
▶費用　無料（申込不要）
■各クラブの作品や活動記録の展示
▶�とき　12月7日㈮～9日㈰、9：00～17：�
00（7日は13：00から、9日は15：00ま
で）
■学習発表会
▶とき　12月8日㈯13：00～14：00
▶�内容　コーラス、民謡、レクリエーショ
ン体操クラブによる舞台発表
■一般教養学習会
▶とき　12月8日㈯14：15～16：00
▶�内容　生駒ふるさとミュージアム学芸
員の俵

たわら
和
かず
馬
ま
さんの講演「生駒むかしばな

しから地域史をひもとく」と生駒市民吹
奏楽団生駒ウインドオーケストラの演奏
■大演芸会
▶とき　12月9日㈰13：00開演
▶�内容　いこま寿大学生による演芸披露
■お茶席、コーヒーコーナー
▶�とき　12月9日㈰10：00～15：00
▶�費用　1杯100円（お茶席は和菓子付き。
なくなり次第終了）

いこま寿大学大学祭
第21回

鈴
木
智と
も
貴き

ウ
ク
レ
レ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
♪

▼
対
象　
Ｈハ

イ

ｉｇ
ｈ‐Ｇ
の
ウ
ク
レ�

レ
が
持
参
で
き
、Ｔタ

ブ
Ａ
Ｂ
譜
が
読�

め
る
人

▼
と
き・と
こ
ろ　
平
成
31
年
１
月�

20
日
㈰
①
11
時
か
ら
②
14
時
30

分
か
ら
、図
書
会
館

▼
内
容　

本
市
出
身
の
ウ
ク
レ
レ�

奏
者
鈴
木
智
貴
さ
ん
に
よ
る
曲�

「
サ
ボ
テ
ン
の
花
/
チ
ュ
ー
リ
ッ�

プ
」を
学
ぶ
90
分
の
ワ
ー
ク
シ�

ョ
ッ
プ
と
30
分
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

▼
必
要
品　

ウ
ク
レ
レ（
Ｈ
ｉ
ｇ

ｈ‐Ｇ
）、筆
記
道
具

▼
定
員　
各
20
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
０
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
4
日

㈫
～
９
日
㈰
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ�

ー
ル
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、�

電
話
番
号
、講
座
名
、希
望
時
間�

（
①
か
②
）を
書
い
て
、図
書
会
館�

講
座
受
付
係（
☎
75・５
３
０
３
、�

73・３
６
０
０
、tosyo-info�

@
ikom

ashi-sg.jp)

鈴木智貴さん

い
こ
ま
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室�

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
」

▼
対
象　
市
内
に
住
む
小
学
4
～

6
年
生

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
15
日
㈯

13
時
～
16
時（
受
付
は
12
時
45

分
か
ら
）、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

▼
内
容　
奈
良
工
業
高
等
専
門
学

校
の
教
員・
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
。

成
果
物
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
で
持

ち
帰
れ
ま
す
。

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
定
員　
20
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
5
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

11
月
30
日�

㈮（
必
着
）ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー�

ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
往
復
は

が
き
に
住
所
、氏
名・ふ
り
が
な
、

学
年
、電
話
番
号
を
書
い
て
、生

涯
学
習
課「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

係（
〒
６
３
０
―０
２
８
８
、東
新�

町
８
―38
、内
線
６
４
７
）

　
―
―
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
は
、兄

弟
姉
妹
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
演
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
23
日
㈷�

14
時
～
15
時
30
分
、生
駒
ふ
る

さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
内
容　
武
蔵
野
大
学
非
常
勤
講

師
の
岡
村
喜よ

し

史じ

さ
ん
に
よ
る
講

演「
寺
院
の
広
が
り
か
ら
探
る
大

和
の
歴
史
」。奈
良
に
あ
る
ほ
と

ん
ど
の
旧
村
に
は
寺
院
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
成
り
立
ち
や
宗

派
の
分
布
、成
立
時
期
な
ど
を
学

び
、本
市
に
お
け
る
歴
史
と
地
域

性
を
考
え
ま
す
。

▼
定
員　
48
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
６
０
０
円（
生
駒
歴
史

文
化
友
の
会
会
員
は
5
０
０
円
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　

12
月
22
日

㈯（
休
館
日
を
除
く
）ま
で
に
住�

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
ら
か�

に
し
て
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、メ�

ー
ル
、直
接
、生
駒
ふ
る
さ
と
ミ�

ュ
ー
ジ
ア
ム（
☎
71・
７
７
５
１
、�

71・
７
７
５
２
、info@

iko�
m
a-m
useum

.jp

）

買
う
前
に
分
か
る

iPhone

教
室

▼
対
象　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持�

っ
て
い
な
い
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

平
成
31
年
1�

月
10
日
㈭
①
10
時
30
分
～
12
時�

30
分
②
14
時
～
16
時
、芸
術
会

館
美み

楽ら

来く

▼
内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド�

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
、ス
マ
ー
ト
フ�

ォ
ン
を
使
う
前
に
知
っ
て
お
き
た

い
便
利
な
機
能
の
体
験
講
座

　
―
―
貸
出
機
はiPhone6

で
す
。

▼
必
要
品　
筆
記
用
具

▼
定
員　
各
20
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
各
５
４
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

12
月
4
日

㈫
～
9
日
㈰
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ�

ー
ル
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、�

電
話
番
号
、講
座
名
、受
講
希
望�

時
間（
①
か
②
）を
書
い
て
、芸
術�

会
館
美
楽
来
受
付
係（
☎
74・１�

１
０
１
、
74・１
２
２
０
、m

ir�
aku-info@

ikom
ashi-sg.jp

）
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

実
用
習
字
の
書
き
方
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
27
日
㈫�

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、生
駒

ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
内
容　

年
賀
状
を
中
心
に
、手

本
を
元
に
の
し
書
き
な
ど
の
小

筆
書
き
を
学
び
ま
す
。

▼
必
要
品　
小
筆
、書
道
用
具
一
式

▼
費
用　
７
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

前
日
ま
で

に
電
話
で
生
翠
会
の
茨い

ば

田た

利
彦

さ
ん（
☎
74・８
８
４
９
）

お
せ
ち
料
理
を
手
作
り
で

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
11
日
㈫�

９
時
50
分
～
13
時
、た
け
ま
る
ホ�

ー
ル

▼
内
容　
重
ね
煮
で
砂
糖
を
使
わ

な
い
煮
し
め
な
ど
を
作
り
ま
す
。

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

筆
記
用
具

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
５
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
26
日�

㈪
～
30
㈮
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス�

で
玄
米
を
楽
し
む
会
の
竹
本
万�

里
子
さ
ん（
☎
兼

79・
３
５
８�

２
）

ド
キ
ド
キ
、ド
キ
ッ
!
縄
文
土

器
ク
ッ
キ
ー
作
り
in
北
分
館

▼
対
象　

市
内
に
住
む
人（
小
学

生
未
満
は
要
保
護
者
同
伴
）

縄文土器そっくりの
クッキーを作ろう

火を使わないキャンドルで
サシェを作りませんか

若
者
自
立
支
援
無
料
セ
ミ
ナ
ー

「
父
親
塾・母
親
塾
in
生
駒
」

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
15
日
㈯

13
時
～
15
時
、ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
い

こ
ま（
教
育
支
援
施
設
２
階
）

▼
内
容　
家
族・
支
援
者
を
対
象

に
、発
達
障
が
い
と
の
上
手
な
付

き
合
い
方
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ�

ー
。個
別
相
談
会（
15
時
～
17
時
、�

当
日
先
着
順
）も
開
催
し
ま
す
。

▼
定
員　
60
人（
申
込
順
）

▼
申
込
み・問
合
せ　
11
月
25
日
㈰�

か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電�

話
番
号
、個
別
相
談
希
望
の
有�

無
、当
事
者
と
の
関
係
を
明
ら
か�

に
し
て
、若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー�

シ
ョ
ン
や
ま
と（
☎
０
７
４
４・�

44・
２
０
５
５
、
０
７
４
４・

44・
２
０
５
６
、saposute@
yam

ato-dream
.com

）

　

―
―
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
駒
寄
席 

た
け
ま
る
亭

新
春
女
流
大
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

平
成
31
年
１

月
19
日
㈯
14
時
開
演（
開
場
は

13
時
30
分
）、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

桂あやめさん

小
ホ
ー
ル

　
︱︱

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

桂
あ
や
め
さ
ん
や
月
亭

八は
お
り織
さ
ん
、桂
お
と
め
さ
ん
な
ど

に
よ
る
本
格
落
語
を
身
近
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
定
員　
１
０
０
人

▼
費
用　

１
０
０
０
円（
全
席
自

由
席
）

　
︱︱

入
場
券
は
12
月
1
日
㈯
10�

時
か
ら
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル
、図

書
会
館
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

せ
せ
ら
ぎ
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

タ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、芸

術
会
館
美み

楽ら

来く

で
販
売
し
ま
す

（
電
話
受
付
は
、た
け
ま
る
ホ
ー

ル
で
12
月
8
日
㈯
10
時
か
ら
）。

▼
問
合
せ　
た
け
ま
る
ホ
ー
ル（
☎

75・０
１
０
１
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
16
日
㈰�

9
時
50
分
～
12
時
、北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば

た
き

▼
内
容　
ひ
も
、竹
、貝
殻
な
ど
を�

使
い
、縄
文
土
器
そ
っ
く
り
の
ク�

ッ
キ
ー
を
生
駒
ふ
る
さ
と
ミ
ュ�

ー
ジ
ア
ム
の
学
芸
員
と
作
り
ま

し
ょ
う（
小
麦
、卵
、乳
製
品
を
使

用
し
ま
す
）。ク
ッ
キ
ー
が
焼
け
る�

ま
で
は
、生
駒
お
は
な
し
の
会�

の
皆
さ
ん
に
よ
る
絵
本
な
ど
の

楽
し
い
お
は
な
し
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、マ
ス
ク

▼
定
員　
22
組（
抽
選
制
。一
組
４

人
ま
で
）

▼
費
用　
一
組
５
０
０
円

▼
申
込
み　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ�

ー
ム
か
、市
内
５
図
書
館・
室
の�

カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
を

書
い
て
、直
接
提
出

▼
問
合
せ　
図
書
館
北
分
館（
☎

71・３
３
３
２
）

火
を
使
わ
な
い
キ
ャ
ン
ド
ル

ワ
ッ
ク
ス
バ
ー
の
サ
シ
ェ
講
座

▼
と
き・
と
こ
ろ　

平
成
31
年
1�

月
12
日
㈯
10
時
～
12
時
、北
コ
ミ�

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ

は
ば
た
き

▼
内
容　

ホ
ー
ム
ケ
ア
ア
ロ
マ
ア

ロ
マ
リ
ス
ク
ー
ル
主
宰
の
長
澤

慶け
い

子こ

さ
ん
に
よ
る
ワ
ッ
ク
ス
バ�

ー
サ
シ
ェ
を
作
る
講
座
。火
を
灯と

も

さ
な
い
キ
ャ
ン
ド
ル
と
い
わ
れ
る

人
気
の
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー
を
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
で
飾
り
、あ
な
た
だ
け

の
サ
シ
ェ（
香
り
の
す
る
置
物
）

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
必
要
品　
手
拭
き
タ
オ
ル

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
１
５
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
4
日�

㈫
～
9
日
㈰
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ�

ー
ル
に
講
座
名
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い
て�

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
講�

座
係（
☎
71・
３
３
３
１
、
71・�

３
３
５
１
、kitakom

i-info�
@
ikom

ashi-sg.jp

）
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俳
句
入
門
体
験
レ
ッ
ス
ン

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
11
日
㈫

13
時
～
17
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

▼
内
容　
俳
人
の
朝あ

さ

妻つ
ま

力り
き
さ
ん
に

よ
る
目
か
ら
う
ろ
こ
間
違
い
な

し
の
添
削
指
導

▼
必
要
品　
歳
時
記
、筆
記
用
具

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
０
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日

㈰
～
12
月
５
日
㈬
に
電
話
で
、

う
ら
ら
句
会
の
本
田
勝か

つ

一い
ち

さ
ん

（
☎
74・５
５
９
１
）

社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
８
日
㈯

12
時
～
14
時
30
分
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ（
申

込
不
要
）

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
楽
し
も
う

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
1
日
㈯ 

10
時
～
11
時
30
分
、北
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば

た
き

▼
内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
後
、

ダ
ン
ス
に
挑
戦
し
ま
す
。

▼
必
要
品　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、上

靴（
持
っ
て
い
る
人
だ
け
）

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
ぐ
る
ー
ぷ
Ｅイ

ー

☆
Ｚジ

ー

の 

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
16
日
㈰

12
時
30
分
～
16
時
、図
書
会
館

▼
内
容　
市
民
交
流
を
目
的
に
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー
テ 

ィ
ー

▼
必
要
品　
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ（
ヒ 

ー
ル
カ
バ
ー
着
用
）

▼
費
用　
５
０
０
円（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
生
駒
ダ
ン
ス「
さ
く
ら 

ん
ぼ
」の
佐
藤
健
治
さ
ん（
☎
78・ 

５
３
５
７
）

社
交
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
５
日
㈬ 

12
時
～
14
時
30
分
、南
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ（
申
込

不
要
）

▼
内
容　

み
ん
な
で
ダ
ン
ス
の
初

歩
か
ら
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
か

タ
ウ
ン
シ
ュ
ー
ズ

▼
問
合
せ　

社
交
ダ
ン
ス
メ
イ
ト 

の
前
川
丈た

け

夫お

さ
ん（
☎
79・
３
７ 

０
７
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
６
日
㈭

14
時
30
分
～
16
時
30
分
、北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス
Ｓ
Ｔ

Ａタ

は
ば
た
き（
申
込
不
要
）

▼
内
容　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
若

さ
と
健
康
作
り
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
必
要
品　
動
き
や
す
い
靴
、飲
み

物
▼
問
合
せ　
奈
良
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
協
会
り
ん
ど
う
の
沢
村
映
子

さ
ん（
☎
78・７
２
４
８
）

生
駒
市
立
病
院
の

無
料
公
開
医
療
講
座

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
12
日
㈬

14
時
～
15
時
、生
駒
市
立
病
院

▼
内
容　
臨
床
工
学
技
師
の
小
谷

剛
さ
ん
に
よ
る
講
座「
呼
吸
の
し

く
み
と
人
工
呼
吸
」

▼
定
員　
50
人（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ　
同
院
医
療
講
座
係（
☎ 

72・１
１
１
１
）

▼
内
容　
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず

楽
し
め
る
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

▼
必
要
品　
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
か

上
靴

▼
問
合
せ　
社
交
ダ
ン
ス 

ス
リ
ー

ス
テ
ッ
プ
の
吉
川
栄
さ
ん（
☎

77・７
６
２
４
）

　申し込みをした患者の病名や検査結果などの医療・
介護情報をICT（情報通信技術）で共有する「やまと
西和ネット」。運用が西和医療圏（本市や大和郡山市、
生駒郡、北葛城郡の一部自治体）の病院・医科歯科診
療所・薬局・介護事業所で始まっており、近畿大学医学
部奈良病院や阪奈中央病院など現在48施設、2,139
人が利用しています。8月には同ネットを運営する一般
社団法人を立ち上げ、運営を強化しています。
■やまと西和ネットのメリット
◇かかりつけでない医療機関を急に受診したときでも、
　持病やアレルギーなどの医療情報が共有されるので
　迅速に対処できます。
◇検査や服薬の情報も共有されるので、薬の重複使用
　が防止されて、医療費の適正化にも期待できます。

■参加方法
▶対象　西和医療圏の病院、医科歯科診療所・薬局・
　介護事業所を利用する人
　――西和医療圏に住んでいない人も参加できます。
▶費用　無料
▶申込み　参加規約を確認し、申込書に本人か代理人
　の名前を書いて直接、やまと西和ネット参加施設
　�――参加施設は同ネットのホームページで確認でき

ます。
▶問合せ　地域医療介護連携推進協議会事務局（近
　畿大学医学部奈良病院内、☎77-0880）
■やまと西和ネット特設ブースを設置
▶とき・ところ　月曜・火曜・木曜日の9：30～14：00、
　生駒市役所2階と近畿大学医学部奈良病院内

やまと西和ネットに
登録しませんか

特設ブースで参加方法や
疑問などにお答えします

医療データの情報共有でかかりつけの診療所に行けなくても安心

岩
田
さ
だ
恵
さ
ん（
☎
78・
３
２ 

５
４
）
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イ
コ
マ
ニ
ア

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

お
知
ら
せ

健
　
康

自
主
学
習

福
　
祉

健
康
体
操
を
始
め
ま
せ
ん
か

▼
対
象　
市
内
に
住
む
お
お
む
ね

60
歳
以
上

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
8
日
㈯

14
時
～
15
時
、ＲらＡ
ＫくＵ
―ＲらＡ

ＫくＵ
は
う
す

▼
内
容　
健
康
運
動
指
導
士
の
鍵

田
忠た

だ
よ
し芳
さ
ん
に
よ
る
立
ち
な
が

ら
行
う
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

タ
オ
ル
を
使
っ
た
筋
力
ア
ッ
プ

運
動
を
行
い
ま
す
。

▼
必
要
品　
動
き
や
す
い
服
装
、タ�

オ
ル
、バ
ス
タ
オ
ル
か
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、運
動
靴（
上
履
き
用
）、飲
み

物
▼
定
員　
30
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日

㈰
～
12
月
7
日
㈮
に
電
話
か
直

接
、Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
―Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
は
う�

す（
☎
73・８
７
７
８
、10
時
～
16�

時
、休
館
日
を
除
く
）

救急医療情報キット 緊急通報システム

緊急通報システムの利用者には
定期的に「お伺い電話」をかけます

▶申込み・問合せ
　高齢施策課（内線767）もしものための2つの備え

　高齢者の安心・安全確保のため、救急
医療情報キットを高齢施策課窓口で配布して
います。このキットは、既往歴・通院状況・緊急連絡先など
の情報を記入する用紙（救急医療情報シート）と容器、設
置を示すシールかマグネットをセットにしたものです。
▶対象　65歳以上の高齢者だけで住んでいる人か日中そ
れに準じる人
▶使い方　必要事項を記入した救急医療情報シートを容
器に入れて、冷蔵庫の見えやすい場所に保管してくださ
い。その情報が、もしものときの迅速な救急活動につな
がります。
　�――配布対象外の人も容器を用意し、市ホームページか
ら印刷して作ることができます。
▶費用　無料

Q　中身は救急医療情報シートだけ？
A　�配布する中身は同シートだけです。本人の写真や保険
証、お薬手帳の写しなどを入れておくとより安心です（通
帳やはんこなど貴重品は絶対に入れないでください）。

Q　なぜ冷蔵庫に置くの？
A　�ほとんどの家にあり、緊急時に見つけやすいからです。

▶�対象　緊急性の高い疾患�
があり加療中の、65歳以
上や身体障がい者で、原
則ひとり暮らしの人
　�――家族以外の地域の協力員二人の協力が必
要です。
▶�内容　緊急事態発生時に機器本体やペンダン
トの緊急通報ボタンを押すと、看護師や相談員
が状況を確認し、地域の協力員の支援や救急車
の出動を要請するなど、24時間365日体制で
迅速に対応します。
　�――家の中での利用であり、外出時は利用でき
ません。
▶費用　500円/月（6か月分前払い）

月1回、コールセンターから電話で健康状態の確認
や試し押しの練習などを行います。体調や身辺の出
来事などを話しましょう。

65歳以上の皆さん

健
診
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者�

医
療
に
加
入
し
て
い
る
人
の
健
康

診
断
は
、平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

ま
で
で
す
。健
康
な
生
活
と
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

受
診
券
は
、対
象
者
に
送
っ
て

い
ま
す
が
、紛
失
し
た
場
合
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
制
度�

の
特
定
健
診
は
国
保
医
療
課
国�

保
係（
内
線
７
８
２
）、後
期
高
齢�

者
医
療
制
度
の
健
康
診
査
は
同

課
福
祉
医
療
係（
内
線
７
８
８
）

介
護
予
防
教
室

▼
対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

高
齢
者
や
そ
の
家
族
、介
護
予

防
に
関
心
の
あ
る
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
5
日
㈬

13
時
30
分
～
15
時
30
分
、東
生

駒
病
院
1
階

▼
内
容　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
。認
知
症
予
防
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
深
め
、い
つ
ま
で

も
楽
し
く
健
康
な
生
活
と
そ
の

た
め
に
必
要
な
認
知
症
に
理
解

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。認
知
症
簡
易
テ
ス
ト

も
あ
り
ま
す
。

▼
必
要
品　
介
護
予
防
手
帳（
持
っ�

て
い
る
人
だ
け
）

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
東
生
駒
地
域
包
括
支�

援
セ
ン
タ
ー（
☎
75・３
３
６
７
）
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栄
養
士
か
ら
の
お
話
と

簡
単
な
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
対
象　
平
成
27
年
4
月
2
日
～

平
成
28
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

2
歳
児
と
そ
の
保
護
者（
初
め
て

「
ち
ど
り
で
あ
そ
ぼ
」の

子
育
て
講
座

▼
対
象　
市
内
に
住
む
就
学
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
13
日
㈭

10
時
～
11
時
、い
ち
ぶ
ち
ど
り
保

育
園

▼
内
容　
親
子
で
画
用
紙
な
ど
を

使
っ
て
サ
ン
タ
を
作
ろ
う
。

▼
定
員　
15
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
29
日

㈭
10
時
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
、子
ど
も
の
氏
名・
年
齢
、電�

話・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
ら
か
に�

し
て
、い
ち
ぶ
ち
ど
り
保
育
園

（
☎
76・２
４
０
０
、
76・２
４�

０
１
）

　平成31年1月からマイナンバーカードやIC
カードリーダー・ライターがなくても、IDとパ
スワードがあれば、自宅からe-Taxで確定申
告ができるようになります。
■税務署出張窓口を開設します
▶とき・ところ　12月11日㈫10：00～16：
00、生駒市役所4階会議室

▶内容　税務署職員が市役所に出張し、ID
とパスワードの発行を行います。

　――税務署でも同様の手続きができます。
▶必要品　本人確認ができるもの（運転免許
証、保険証など）

▶費用　無料（申込不要）
▶問合せ　奈良税務署個人課税第1部門（☎
0742-26-1206）

e
イー

-T
タ ッ ク ス

axを利用すると
確定申告が便利に

「
障
害
者
週
間
」講
演
会
と

模
擬
店・バ
ザ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
8
日
㈯

11
時
か
ら
、福
祉
セ
ン
タ
ー（
10

時
35
分
、11
時
５
分
、11
時
35

分
、12
時
30
分
、13
時
に
生
駒
駅

南
口
発（
東
生
駒
駅
は
5
分
後

発
）の
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
）

▼
内
容

◇
11
時
…
福
祉
シ
ョ
ッ
プ（
障
が

い
の
あ
る
人
が
作
る
お
菓
子
な

ど
の
販
売
）、ミ
ニ
バ
ザ
ー
、模
擬

店（
カ
レ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

◇
13
時
30
分（
開
場
は
13
時
）…
第

1
回
繁は

ん

昌じ
ょ
う

亭
大
賞
創
作
賞
を
受�

賞
し
た
桂
三さ

ん
ぷ
う風
さ
ん
に
よ
る
落�

語
と
講
演「
や
さ
し
さ
の
時
代

を
築
こ
う
～
笑
い
と
福
祉
の
心

～
」。三
風
さ
ん
が
生
み
出
し
た

演
者
と
客
席
が
一
体
で
楽
し
め

る「
客
席
参
加
型
落
語
」を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

―
―
手
話
通
訳・
要
約
筆
記
が

あ
り
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

桂三風さん

▼
問
合
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎�

73・
０
７
０
０
、
73・
０
２
９�

４
）

ど
な
ら
な
い
子
育
て
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象　

市
内
に
住
み
、全
日
程�

に
参
加
で
き
、平
成
31
年
1
月
１�

日
現
在
で
２
歳
以
上
の
子
ど
も

の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

平
成
31
年
1�

月
10
日
㈭・
17
日
㈭・
24
日
㈭・�

31
日
㈭
、2
月
7
日
㈭・14
日
㈭・�

21
日
㈭
、10
時
～
12
時
、子
育
て

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

▼
内
容　

子
ど
も
に
し
て
ほ
し
い�

行
動
を
、効
果
的
に
伝
え
る
練

習
を
し
ま
す
。子
育
て
中
に
起
こ

り
う
る
場
面
を
想
定
し
、体
験
し

な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
定
員　
12
人（
抽
選
制
）

　

―
―
生
後
４
か
月
か
ら
託
児
が

あ
り
ま
す（
要
申
込
）。

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
5
日�

㈬（
必
着
）ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
は
が�

き
に
住
所
、氏
名・ふ
り
が
な
、年�

齢
、電
話
番
号
、託
児
が
必
要
な�

人
は
、子
ど
も
の
氏
名・
ふ
り
が�

な・生
年
月
日
を
書
い
て
、子
育
て�

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち「
ど�

な
ら
な
い
子
育
て
練
習
法
」係�

（
〒
６
３
０
―０
２
５
7
、元
町
１�

丁
目
６
―12
、☎
73・５
５
８
２
）

ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン

▼
対
象　
市
内
に
住
む
生
後
４
か

月
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
19
日
㈬�

13
時
30
分
～
15
時
、北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば�

た
き

▼
内
容　
保
護
者
同
士
の
交
流
、

保
健
師
に
よ
る
体
重
計
測・
育

児
相
談
、保
育
士
に
よ
る
手
遊

び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

▼
必
要
品　

バ
ス
タ
オ
ル
、お
む

つ
、ミ
ル
ク
な
ど

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
子
育
て
支
援
総
合
セ�

ン
タ
ー
た
っ
ち（
☎
73・
５
５
８�

２
）

の
人
を
優
先
し
ま
す
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
12
日
㈬�

10
時
～
11
時
30
分
、総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
ず
さ（
西
旭
ケ
丘
）

　
―
―
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
内
容　
栄
養
士
と
保
育
士
が
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、簡
単
に
調
理

で
き
る
お
や
つ
を
親
子
で
手
作

り
し
ま
す
。

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

皿
、フ
ォ
ー
ク
、ス
プ
ー
ン
、箸
、

手
拭
き
タ
オ
ル

▼
定
員　
８
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
5
日

㈬
10
時
か
ら
電
話
で
地
域
子
育�

て
支
援
セ
ン
タ
ー
て
く
て
く（
☎

74・３
９
９
９
）
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イ
コ
マ
ニ
ア

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

健
　
康

自
主
学
習

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

子
育
て
・
教
育

お
知
ら
せ

パ
パ
セ
ミ
ナ
ー

「
赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」

▼
対
象　
市
内
に
住
み
平
成
31
年

1
月
1
日
時
点
で
生
後
２
～
12

か
月
の
第
一
子
と
そ
の
父
親・母

親
▼
と
き・
と
こ
ろ　

平
成
31
年
1

月
12
日
㈯・26
日
㈯
、2
月
9
日

㈯・
23
日
㈯
、10
時
～
11
時
30
分

（
全
4
回
）、子
育
て
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー
た
っ
ち

▼
内
容　
父
親
は
赤
ち
ゃ
ん
の
月�

齢
に
合
わ
せ
た
関
わ
り
遊
び
を

通
し
て
他
の
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子

を
知
ろ
う
。母
親
は
別
室
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
お
し
ゃ
べ
り
会
。

▼
定
員　
10
組（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料

「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
8
」

開
催
に
よ
る
交
通
規
制

▼
と
き　
12
月
9
日
㈰
８
時
30
分

頃
～
15
時
頃　

▼
主
な
規
制
区
間　

◇
国
道
３
６
９
号（
大
宮
通
り
）…

二
条
大
路
南
５
丁
目
～
県
庁
東

～
焼や

き

門も
ん

前

◇
国
道
１
６
９
号（
天
理
街
道
）…

紀き

寺で
ら

～
窪く

ぼ

之の

庄し
ょ
う

町ち
ょ
う

南

◇
県
道
高た

か

畑ば
た
け

山や
ま

線
な
ど
…
高た

か

樋ひ

町ち
ょ
う

～
円
照
寺
前
～
高
畑
町

◇
奈
良
市
道（
や
す
ら
ぎ
の
道
）な

ど
…
高た

か

天ま

～
な
ら
で
ん
フ
ィ
ー�

ル
ド（
旧
奈
良
市
鴻
ノ
池
陸
上
競�

技
場
）、奈
良
公
園
、天
理
市
内

▼
問
合
せ　
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局（
☎
０
７
４
２・

81・８
７
５
２
）

空
き
地
を
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

空
き
地
を
放
置
す
る
と
雑
草
が

繁
茂
し
、虫
の
発
生
や
ご
み
の
不
法

投
棄
、火
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、近
隣
の

皆
さ
ん
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と�

に
な
り
ま
す
。本
市
で
は
土
地
の
管

理
が
不
良
状
態
で
あ
り
、勧
告
や
命

令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、所
有
者
の�

氏
名
な
ど
を
公
表
で
き
る
と
、ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
条
例
で
定
め
て�

い
ま
す
。土
地
を
所
有
す
る
人
は
空

き
地
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　
環
境
保
全
課（
内
線

３
７
８
）

▶�注意　これは浄化槽のくみ
取り予定表ではありません。
転入、転出などで人数が変
わったり、くみ取りを開始・中止したり
する場合は、申請が必要です。7：00から
順次くみ取ります。
� 問環境保全課(内線355)

とき 1　班 2　班
1日㈯ 高山町 秋津、小平尾町
3日㈪

傍示
小平尾町、東山町

4日㈫ 小平尾町
5日㈬ 傍示、庄田 小瀬町
6日㈭ 庄田 萩原町、萩の台
7日㈮ 庄田、大北 萩原町
8日㈯

大北
萩原町、藤尾町

10日㈪ 大門町、鬼取町
11日㈫ 久保 鬼取町、西畑町

12日㈬
宮方

菜畑町、西畑町、
有里町

13日㈭
有里町

14日㈮ 高山町
15日㈯ 芝 壱分町、有里町

17日㈪ 上町、鹿畑町、
北田原町 壱分町、西菜畑町

18日㈫ 北田原町
東菜畑1・２丁目、
中菜畑1・２丁目、
新旭ケ丘、東生駒、

緑ケ丘

19日㈬
南田原町

軽井沢町、山崎町、
西旭ケ丘、東旭ケ丘

20日㈭ 山崎町、辻町

21日㈮ 松美台、小明町、�
桜ケ丘、新生駒台 辻町、谷田町

22日㈯ 俵口町 谷田町、東新町、
本町、元町1・2丁目

25日㈫ 東松ケ丘、西松
ケ丘、喜里が丘

山崎新町、仲之町、
北新町

26日㈬
門前町

北新町
27日㈭ 秋津、小平尾町
28日㈮

傍示
東山町、小平尾町

29日㈯ 小平尾町

12月のし尿くみ取り予定表

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
、「
世
界
人

権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記�

念
し
、12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と�

定
め
て
い
ま
す
。日
本
で
は
12
月
４�

日
～
10
日
を「
人
権
週
間
」と
し
て
、�

人
権
意
識
の
普
及・
高
揚
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

■
人
権
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
4
日
㈫

8
時
か
ら
、生
駒
駅
改
札
周
辺

▼
内
容　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
啓
発
品
の
配
布

■
特
設
人
権
相
談
所

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
4
日
㈫

10
時
～
15
時
、市
役
所
4
階
会

議
室

　
︱︱

毎
月
第
３
火
曜
日
に
行
う

人
権
相
談
を
12
月
は
こ
の
特
設

人
権
相
談
に
変
更
し
ま
す
。

▼
内
容　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
。相
談
者
の
不
利
に
な

「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」放
送
中

　

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
で
毎
週
金
曜�

日
に
放
送
し
て
い
る「
ゆ
う
ド
キ�

ッ
！
」。18
時
30
分
か
ら
は
、県
内

各
市
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
生
駒
市
が
紹
介
さ
れ
12
月
の
放

送
日　
7・21
日

▼
問
合
せ　
広
報
広
聴
課（
内
線

２
２
6
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
13
日

㈭（
必
着
）ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
、は
が�

き
に
住
所
、両
親
と
子
ど
も
の
氏�

名・ふ
り
が
な・年
齢（
子
ど
も
は�

生
年
月
日
）、電
話
番
号
を
書
い�

て
、同
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち「
パ
パ�

セ
ミ
ナ
ー
」係（
〒
６
３
０
―０
２�

５
7
、元
町
１
丁
目
6
―12
、☎

73・５
５
８
２
）

る
こ
と
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅�

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　
人
権
施
策
課（
内
線

６
５
６
）
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国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
は
た
い
せ
つ
に
保
管
を

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、支�

払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」は
、

添
付
書
類
と
し
て
必
要
で
す
の
で

た
い
せ
つ
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
は
、国
民
年
金
保

険
料
を
平
成
30
年
１
月
１
日
～
10

月
1
日
に
支
払
っ
た
人
に
は
11
月

中
旬
に
、10
月
2
日
～
12
月
31
日

に
今
年
初
め
て
支
払
っ
た
人
に
は

平
成
31
年
２
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
は
、納
付
済
の

保
険
料
額
と
、年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
場
合
、納
め
た
人
の

社
会
保
険
料
控
除
で
す
の
で
、支

払
っ
た
家
族
宛
て
の
控
除
証
明
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

◇
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル（
☎�

０
５
７
０・０
0
３・０
０
４
）

　

︱
―
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話�

は
、☎
03・６
６
３
０・２
５
２
５�

（
平
日
は
8
時
30
分
～
19
時
、第

２
土
曜
日
は
９
時
～
17
時
）に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
奈
良
年
金
事
務
所（
☎
０
７
４�

２・35・１
３
７
1
）

地
域
安
全
運
動
全
国
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

多
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
に
尽

力
し
、犯
罪
の
防
止
に
特
に
顕
著
な

功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
団

体
に
、全
国
地
域
安
全
運
動
中
央

大
会
で
、警
察
庁
長
官
と
全
国
防

犯
協
会
連
合
会
会
長
か
ら
贈
ら
れ

る
全
国
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

◇�

生
駒
市
防
犯
協
議
会
地
域
安
全

推
進
委
員
東
生
駒
支
部
連
絡
会

▼
問
合
せ　
防
災
安
全
課（
内
線

３
６
３
）

市
民
功
労
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
第
49
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

に
お
い
て
第
3
位
に
な
ら
れ
た
功�

績
を
讃
え
、市
民
功
労
表
彰
を
授
与�

し
ま
し
た
。

◇
大
久
保
藍
さ
ん

大久保藍さん

生駒市防犯協議会地域安全
推進委員東生駒支部連絡会
代表の井上良作さん

▼
問
合
せ　
秘
書
企
画
課（
内
線

２
０
４
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
本
市
へ
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う�

ご
ざ
い
ま
し
た（
平
成
30
年
4
月
～�

9
月
分
。氏
名
の
公
表
を
承
諾
し

た
人
。敬
称
略
）。

■
市
政
の
各
分
野
へ

▼
寄
附
者

◇
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ「
小
さ
な

灯
」運
動
…
乳
幼
児
体
重
計
1
台

◇
よ
し
も
と・南
海
共
同
事
業
体
…�

絵
本
20
冊

◇
上
武
建
設
㈱
…
書
籍
26
冊

◇
㈱
京
都
銀
行
…
会
議
机
用
運
搬

車
1
台

◇
奈
良
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
…

サ
イ
ク
リ
ン
グ
バ
イ
ク
ラ
ッ
ク�

2
基

▼
問
合
せ　
秘
書
企
画
課（
内
線

２
０
４
）

■
ふ
る
さ
と
生
駒
応
援
寄
附
へ

▼
寄
附
状
況　

２
５
７
１
件
、６�

１
９
９
万
９
３
９
５
円

▼
選
択
さ
れ
た
使
い
道
別
の

　
寄
附
金
額

①
熱
中
症
か
ら
子
ど
も
を
守
る
小�

中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
サ
ポ
ー�

ト
コ
ー
ス
…
２
７
８
９
万
５
８�

６
５
円

②
生
駒
の
音
楽
祭
を
み
ん
な
で
創�

ろ
う
コ
ー
ス
…
84
万
円

③「
暮
ら
す
価
値
の
あ
る
ま
ち
生�

駒
」を
発
信
＆
体
感
コ
ー
ス
…
5�

１
万
円

④
生
駒
の
シ
ン
ボ
ル・
生
駒
山
を
ナ�

ラ
枯
れ
か
ら
守
れ
コ
ー
ス
…
２�

７
５
万
円

⑤
イ
ノ
シ
シ
突
進
を
防
い
で
地
産

地
消
拡
大
コ
ー
ス
…
90
万
円

⑥
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
猫
愛
護

コ
ー
ス
３
５
８
万
５
０
０
０
円

⑦
災
害
が
あ
れ
ば
、い
つ
で
も
出
動�

消
防
自
動
車
購
入
コ
ー
ス
…
１�

４
６
万
円

⑧
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
感
動
体
験

応
援
コ
ー
ス
…
40
万
５
０
０
０

円
⑨
絵
本
や
遊
具
を
充
実
！
い
こ
ま�

っ
こ
成
長
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
…

１
２
３
万
５
０
０
０
円

⑩
受
動
喫
煙
防
止
の
先
進
的
な
ま

ち・
い
こ
ま
を
つ
く
る
コ
ー
ス
…

１
２
４
万
５
０
０
０
円

⑪
市
長
に
お
ま
か
せ
…
２
１
１
７�

万
３
５
３
０
円

▼
寄
附
者
の
居
住
地
域
別
の

　
寄
附
状
況

◇
市
内
…
64
人

◇
県
内
他
市
町
村
…
１
４
５
人

◇
県
外
…
２
３
６
２
人

▼
問
合
せ　
課
税
課（
内
線
２
８�

9
）

■
生
駒
市
み
ど
り
の
基
金
へ

　
緑
の
環
境
を
守
り
、創
造
し
て
い

く
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

▼
寄
附
状
況　
7
万
６
５
７
円（
金�

額
は
募
金
分
を
含
む
）

▼
寄
附
者

◇
イ
コ
マ
製
菓
本
舗

◇
高
山
製
菓
㈱

◇「
自
然
と
と
も
に
」小
椋
昭
信

◇
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
い
こ

　
ま
宝
の
里
」

▼
問
合
せ　

み
ど
り
公
園
課（
内

線
５
８
５
）

このコーナーでは、本市が募集した
ポスターや標語の入選作品、各種
大会やコンクールに市を代表して
出場する市民などを紹介します。

び と

キラリ
生駒



まちのアルバムまちのアルバムEVENT&TOPICS

　鹿ノ台の住民の皆さんによる演奏会や絵画・
工芸品の展示など、35の催しが約1か月間行
われる「オータムフェスタ2018」が開かれまし
た。この日は地元の幼稚園児たちが訪れ、ミニ
蒸気機関車を見学。住民の皆さんが整備した
蒸気機関車が走る姿に歓声をあげていました。

10/24㈬

災
害
が
起
こ
る
前
に「
備
え
」を
学
ぶ

ベ
ル
テ
ラ
ス
い
こ
ま
ベ
ル
ス
テ
ー
ジ

　楽しみながら防災を学べる「防災マルシェ」
をNPO法人市民活動サークルえんが開きまし
た。参加者は、新聞紙スリッパの製作や非常食
の試食などを体験。他にもカードを使って止血
方法やAEDの使い方など、緊急時に役立つ知
識をゲーム感覚で学びました。

10/8㈷

子
育
て
が「
シ
ェ
ア
」で
き
る
地
域
へ図

書
会
館

　「子育てシェア」を展開する㈱A
ア

s
ズ

M
マ

am
マ

aが
参加者同士の交流を深めるイベントを開催。ミ
ニ運動会などに親子27組が参加しました。参
加した石由希代さんは仲良くなったママと連
絡先を交換。「子育ての喜びや悩みを共有でき
る友だちが増えました」と話していました。

10/26㈮

地
域
住
民
が
手
作
り
す
る
文
化
祭

鹿
ノ
台
い
き
い
き
ホ
ー
ル

柔
ら
か
な
光
が
包
み
こ
む
秋
の
夜

高
山
竹
林
園

　園内に展示した竹の造形物を約3,000本の
蝋
ろうそく

燭が照らす高山竹あかりを開催しました。2
日間で2,700人ほどが参加し、幻想的な風景や
和楽器の演奏などを満喫。訪れた人は「作品に
よって雰囲気が違うから、写真を撮りすぎてし
まうね」と写真を友人と見せ合っていました。

10/7㈰

仲
間
と
過
ご
す
楽
し
い
時
間
に
乾
杯市

内
各
所

　5枚つづりのチケットを片手に、お店を巡っ
てオリジナルメニューを堪能する「いまこいバ
ル」が開かれました。8回目の今回は市内の飲
食店39店舗が参加。職場の同僚と参加した人
たちは「まだ1軒目。あと4軒は絶対に行くぞ」
と、ほろ酔い気分で盛り上がっていました。

10/12㈮

理
想
の
暮
ら
し
は
、私
の
小
さ
な
一
歩
か
ら

カ
フ
ェ
メ
リ
メ
ロ

　自分らしく暮らす女性を応援するオトナ女
子会「S

スタイリング

tyling T
ト ー ク

alk」を花王生活者研究セン
ターと共催しました。参加者は自身の過去の暮
らしを振り返り、理想の未来のために、明日か
ら何ができるかを考えました。夢や目標を語り
合い、大盛況の3時間でした。

10/23㈫

21　2018.11.15　いこまち



掃
除
の
後
は
読
書
タ
イ
ム

本
と
向
き
合
う
10
分
間

　
静
ま
り
返
っ
た
教
室
で
、子
ど
も

た
ち
が
読
書
に
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
す
。生
駒
東
小
学
校
で
は
、給
食

を
食
べ
掃
除
を
済
ま
せ
た
後
に
、全

て
の
ク
ラ
ス
で
10
分
間
の「
読
書
タ

イ
ム
」を
実
施
。週
4
日
、子
ど
も

た
ち
は
学
校
図
書
室
や
市
内
の
図

書
館
で
借
り
て
き
た
本
を
、自
分
の

ペ
ー
ス
で
読
ん
で
い
ま
す
。

　
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

全
て
の
小
学
校
で
、１
時
間
目
が

始
ま
る
前
や
昼
休
み
な
ど
の
授
業

以
外
の
時
間
に
、読
書
に
専
念
で
き

る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。黙
読
だ

け
で
な
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
校

司
書
な
ど
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
実

施
。子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
み
、

表
現
力
な
ど
の
基
礎
学
力
を
伸
ば

せ
る
よ
う
に
、読
書
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

絵本や児童書など、本の内容
は自由。先生が見守る中、姿勢
にも気を付けながら読みます。

い
こ
ま
の
教
育

　店頭には和食を中心とした約30種類の総菜がずらり
と並ぶ。薄めに味付けされたひじき煮や白和えなどは濃
い味が苦手な人にも食べやすいと人気だ。他にも低カロ
リーながら副菜が多く、満足感が得られる「500キロカ
ロリー弁当」などの弁当類も人気を博す。
　おすすめは「鶏の竜田揚げ」。鶏肉を醤油とにんにく
を混ぜたたれに漬け込む。衣を薄くしているため、食べご
たえのある濃厚な味わいだ。店長お気に入りの食べ方は

「ご飯といっしょに」、ぜひご賞味あれ。

おいしさの秘訣は店内調理
自分好みの一品を見つけてみては

遊
ゆう

心
しん

亭
てい

　生駒店

今月の美食

たつた揚げプロジェクト
認定店を紹介

☎0743-72-2954
�谷田町1600

　�近鉄百貨店生駒店�
1階
�10：00～20：00
□休 �近鉄百貨店生駒店�
に準ずる

□Ｐあり

店長の清水さんの
おすすめは…

「鶏の竜田揚げ」
100g 260円（税込）
（写真は200ℊ）

8
vol
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1

防災知恵ぶくろ

8「ながら」備蓄のススメ

災害のニュースを聞く度「我が家も準備しなくちゃ」と思うのに、つ
い後回しにしてしまう災害への備え。身構えず、気負わず、日常に
ちょっとプラスするだけの知って得する防災アイデアを紹介します。

　「うちは災害に備えてちゃんと備蓄しています」と 
いう家庭が増えています。しかし、「備蓄品は災害時
にしか使わないもの」としまい込み、いざというとき
に期限が切れていたり、食べ慣れない非常食ばかり
だったりということも。そこで、ふだんよく使うもの
が災害時の備えにもなると考え、「備蓄しながら」、

「使いながら」できる備蓄方法に変えてみませんか。

習慣的に備蓄「ローリングストック法」
日頃購入することの多い食料品や日用品を少し多めに買い、
使った分を買い足して備蓄する「ローリングストック法」がおすす
め。在庫管理が簡単で、食品を捨てるなどの無駄も減らせます。

3 2

カップ麺やレトルト
食品、缶詰、食品ラッ�
プ、乾電池などを使っ�
た分だけ買い足す

買い足す

普段の暮らしで使い、
無駄なく消費

使う
すぐ取り出せる収納
で楽に在庫管理

備える

とき ところ

12月6日㈭
13：00～15：00

南コミュニティ
センターせせらぎ

12月10日㈪
10：00～13：00

ディアーズコープ
いこま

12月20日㈭
13：00～15：00

北コミュニティセン
ターI

イ ス タ

STAはばたき

◇�食器を無料で持ち帰れます。持ち込み
は、開館日の9：00～17：00です（デ�
ィアーズコープいこまだけ食器市当日
の10:00～12：30）。
◇�食器は包装などを外し、陶磁器製・ガ
ラス製に分けて無人回収コンテナに入
れてください。その他の材質の食器や
灰皿・花瓶・土鍋は持ち込めません。

� 問環境保全課（内線354）

もったいない
食器市

他の子育て相談

▶�対象　平成27年12月に生まれた幼児
▶とき　12月20日㈭
▶内容　�歯科診察、歯科・育児・栄養・発

達相談
▶�注意　�3歳は虫歯になりやすい時期で

す。子どもの歯を守るために必
ず受診しましょう。

子育て相談名 対象 とき 内容

① 2歳6か月児歯の相談・子育て相談
平成28年6・7月に
生まれた幼児 11日㈫ 身体測定、歯科・育児・

栄養・発達相談

② 10か月児すくすく子育て相談
平成30年2月に
生まれた乳児 21日㈮ 身体測定、育児・栄養

相談、手遊びの紹介

問健康課（☎75-2255）

いずれも…
◇�受付時間は9：30～10：30、セラビーいこまで行い、費用は無料です（申込不要）。
◇�母子健康手帳を持参してください（②は、バスタオルも持参してください）。
◇�①は、偶数月に開催します。

歯医者さんにお口の中

を診てもらえます。

終わったら、手作りの

おやつが食べられるよ
。

3歳児歯科健診

子育て相談5月12月

23　2018.11.15　いこまち



はまぐちりんたろう◦小説を軸に脚本や
アイデア術番組「創

そう

談
だん

室
しつ

」を手掛ける。
放送作家として「たかじん胸いっぱい」
「なるトモ」などのテレビ番組を担当。
11月25日㈰に開く知的書評合戦「ビ
ブリオバトル」で講演（広報いこまち11
月1日号5ページ）。39歳。本市在住。

扌�浜口さんの
ホームペー
ジはこちら

売
れ
な
い
お
笑
い
芸
人
の
兄
と
小

学
校
に
な
じ
め
な
い
妹
を
テ
ー

マ
に
し
た
デ
ビ
ュ
ー
作「
ア
ゲ
イ
ン
」。

8
年
前
、１
２
０
０
を
超
え
る
小
説

の
応
募
が
あ
っ
た「
第
5
回
ポ
プ
ラ
社

小
説
大
賞
」で
、大
賞
に
次
ぐ
特
別
賞

を
受
賞
し
た
。

　
「
小
説
家
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
、

一
歩
目
が
踏
み
出
せ
ま
し
た
」

　

廃
校
に
な
る
奈
良
県
十
津
川
村
の

小
学
校
を
舞
台
に
し
た
物
語「
廃
校

先
生
」や
、く
じ
ら
が
人
間
の
赤
ち
ゃ

ん
を
育
て
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説「
く

じ
ら
島
の
ナ
ミ
」な
ど
、著
書
は
9
冊
。

代
表
作
は
映
画「
22
年
目
の
告
白
︲
私 

が
殺
人
犯
で
す
︲
」の
小
説
版
で
、20 

万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
。

　
「
読
者
の
価
値
観
を
変
え
ら
れ
る
よ

う
な
作
品
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

本
に
の
め
り
込
ん
だ
き
っ
か
け

は
、小
学
生
の
頃
に
友
人
か
ら 

薦
め
ら
れ
た
星
新
一
さ
ん
の
作
品
。日

本
を
代
表
す
る
Ｓ
Ｆ
作
家
の
意
外
性

あ
ふ
れ
る
物
語
に
惹ひ

か
れ
た
。数
多

く
の
作
家
の
本
を
一
日
2
冊
以
上
熟

読
。世
界
が
広
が
る
毎
日
だ
っ
た
。

　
「
本
で
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。私

も
そ
ん
な
本
を
書
き
た
い
と
思
い
、小

説
家
に
な
ろ
う
と
決
意
し
た
ん
で
す
」

　
社
会
人
と
し
て
ま
ず
は
、放
送
作
家

の
職
に
就
い
た
。「
小
説
家
に
は
放
送

作
家
出
身
者
が
多
か
っ
た
」と
い
う
の

が
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
だ
っ
た
。

　

読
書
に
並
ぶ
ほ
ど
熱
中
し
て
い
た

「
お
笑
い
」に
携
わ
ろ
う
と
、漫
才
の
台

本
作
成
や
、ひ
と
り
芸
日
本
一
を
決
め

る「
Ｒ
︲
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」の
制
作
を
担

当
。関
西
で
放
送
さ
れ
る
ク
イ
ズ
や
バ

ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
も
関
わ
っ
た
。

　

放
送
作
家
に
な
り
6
年
が
経
っ
た

29
歳
で
、執
筆
活
動
も
ス
タ
ー
ト
。お

笑
い
の
世
界
を
細
か
く
描
い
た「
ア
ゲ

イ
ン
」を
約
6
か
月
で
完
成
さ
せ
、小

説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

小
説
は
自
宅
の
リ
ビ
ン
グ
で
書

く
。2
児
の
父
と
し
て
、子
育

て
と
両
立
し
な
が
ら
毎
日
６
時
間
ほ

ど
筆
を
執
る
。放
送
作
家
と
し
て
の
経

験
を
生
か
し
、ス
ト
ー
リ
ー
や
登
場
人

物
の
設
定
は
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
る
。

　
「
読
み
や
す
い
よ
う
に
、映
像
現
場

で
用
い
る『
カ
ッ
ト
割
り
』を
意
識
し

な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
」

　

不
良
少
年
が
農
家
に
な
り
米
を
育

て
る
物
語「
シ
ン
マ
イ
」は
、中
国
で
翻

訳
さ
れ
て
出
版
予
定
。20
年
以
上
か
け

て
構
想
を
練
っ
た
新
作
も
執
筆
中
だ
。

　
「
お
も
し
ろ
い
だ
け
で
な
く
、読
書

に
か
け
た
貴
重
な
時
間
が
無
駄
に
な

ら
な
い
作
品
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映像の作り方を生かして執筆

価値観を変えられる小説を

浜口 倫太郎さん

放送作家としても活躍した小説家
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　大正時代、本町に演舞場「劇場生駒座」があり
ました。生駒に芸妓が増え始めたため、大阪の演舞
場を移設。県下で一番立派と言われるほど華やか
な建物だったそうです。昭和5年、門前町に新しい
演舞場ができると、芝居や映画を上映する「生駒劇
場」に変わりました。昭和10年に生駒劇場は閉鎖。
戦後建物は取り壊され空き地に。現在、その跡地周
辺には宝徳寺が建てられています。 ◇�詳しくは同課窓口などで販売している昔話・伝説調査報�

告書「生駒むかしばなし」（1,000円）をご覧ください。

-生駒むかしばなし　-
県内で一番華やかだった建物「生駒劇場」

問生涯学習課（内線646）

⑧

広報いこまちの意見・感想は
はがき・メール・ファクスで広報広聴課

①〒630-0288 東新町8-38
② kouhouka@city.ikoma.lg.jp
③ 74-1105
※市ホームページでも回答できます。

① ② ③

高山竹あかりに取材に行きました。訪れた皆
さんは角度や場所を試行錯誤しながら竹の
造形物を撮影。「きれいに撮れた」という声を
聞き「負けてられないぞ」と勝手にライバル意
識を燃やしていました。写真から園内の温か
い雰囲気が伝わればうれしいです。（川口）

カメラ片手に小学校で取材をしていたら「新
聞記者ですか」と、3年生の子どもから聞かれ�
ました。「実は市役所でこれを作ってる人や
ねん」。広報紙を見せながら答えると「家でい�
つも見てるで」とうれしい反応が。小さな読
者のために、次号も最善を尽くします。（村田）

今月の美食を担当しました。3回目ですが、
竜田揚げのおいしさを文章で表現するのに
苦戦。「できるだけ多くの人に足を運んでもら
えるようにあのジューシーさを伝えたい」と
いう一心で書きました。今回の記事から味の
イメージが伝わるとうれしいです。（関口）

決算特集を担当しました。昨年4月に広報広
聴課に配属された私は、写真を見返すと「緊
張していた頃」「少し慣れてきた頃」などの記
憶が鮮明によみがえってきます。今年も残す
ところ、あと2か月。ぜひ、生駒で素敵な思い
出をたくさん作ってくださいね。（泉）

Qインターネットで求人サイトに登録すると「自宅のパソコンで１
日10分作業するだけで月20万円稼げる方法を教えます」とい

う広告動画が配信されるようになった。成功者の体験談を見ているう
ちに興味を持った。儲

もう
からなかった場合は返金保証があるようなので

購入してみたいが、信用していいのだろうか。（40歳代、男性）

Aこれは、投資や副業などで高額収入を得るための方法と称して販
売される「情報商材」の広告です。相談者には、最近、情報商材に

関するトラブルが急増しているので、広告の内容を確認し、十分注意す
るように伝えました。
　情報商材は具体的な方法が広告では紹介されておらず、多くの場
合、お金を支払うと情報がメールで送られてきて初めて確認できます。
その内容は、現実的に実行できないものがほとんどです。返金保証があ
る場合でも、その条件が厳しく返金を申し出てもなかなか応じてもらえ
ないことがあります。
　最近は若者を中心に、SNS（会員制情報サイト）で知り合った人か
ら「いい儲け話があるので一度話を聞いてみないか」と勧誘され、会っ
て話を聞いて信用し、契約してしまうケースも増えています。「誰でも
儲かる」「絶対に儲かる」などという儲け話はありません。簡単に信用せ
ず、少しでも疑問に感じたら消費生活センターに相談してください。

消費生活や多重債務の相談は、できるだけ早く
消費生活センター（☎73-0550）へ

月～金曜日の9：00～16：30（祝日は除く）

｛   編集後記  ｝
「誰でも簡単に稼げる」とうたう

広告にだまされないで{ }
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